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【問題と目的】 

LINE等の SNSは青年期の重要なツールであり,自殺防止策としても SNS相談が導入されてい

る(杉原・宮田,2018)。テキストによる相談は対面による相談と比較して援助要請の負担が少ない

一方,伝わりにくさや返信待ちへの懸念などの否定的側面も指摘されている(井上,2024；山口・

岸,2022)。また,LINE での相談では情緒的支援の動機が低く誤解が生じやすいという報告もある

(横関ら,2017；安達,2022)。高橋(2013)は,対面での相談への期待,相手の反応,心理的適応感とい

う三段階の相談過程の重要性を示したが,SNS と対面を比較した相談過程の特徴については明ら

かにされていない。そこで本研究では,大学生を対象に対面での相談と LINE での相談について,

精神的健康度が各媒体の相談経験に与える影響や,相談過程の媒体差を比較することによりテキ

ストベースの相談の有用性と課題を整理し,支援の質向上に資する知見を得ることを目的とした。 

【方法】 

A大学に通う大学 1年生から 4年生(18歳～25歳の男女)を対象に質問紙調査を実施した。調査

項目は,(1)対象者の基本属性(年齢,性別,学年),(2)LINE 利用の有無,(3)(4)直近 3 か月以内での対面

および LINEでの相談頻度,(5)(6)対面および LINEでの相談への期待尺度(高橋,2013)より 3因子

（情緒的支援への期待,情報収集への期待,発散への期待）について因子負荷量が高い 4 項目ずつ

計 12 項目,(7)(8)対面および LINE での相談相手の反応尺度(高橋,2013)より 2 因子（共感・受容,

解決への示唆）について因子負荷量が高く,LINE 上と対面の両方に対応できる 6 項目ずつ計 12

項目,(9)(10)対面および LINEでの心理的適応感尺度(高橋,2013)より 3因子(感情の回復,解決への

意欲,成長感)について因子負荷量が高い 4項目ずつ計 12項目,(11)精神的健康度の測定にはGHQ-

12(本田・柴田・中根,2001)を用いた。 

【結果と考察】 

回収したデータ数は,236であり,回答に信憑性を欠くものを除外した 217(男性 97,女性 119,そ

の他 1)を分析対象とした。2要因混合計画分散分析の結果,相談手段の主効果が有意であり,精神

的健康度の高低に関わらず対面相談の頻度が LINEを上回っていた。対応のある t検定の結果,

対面の方が「共感・受容」を高く知覚していた。共分散構造分析の結果,対面相談のモデル(GFI 

= .958,AGFI = .891,CFI = .974,RMSEA = .074)では,「情緒的支援への期待」が心理的適応感を

直接促進する構造と,「発散への期待」が「共感・受容」を介して心理的適応感に繋がる構造が

見られた。LINE相談のモデル(GFI = .920,AGFI = .840,CFI = .948,RMSEA = .086)では,対面と

同様に「情報収集への期待」が「解決への示唆」や「共感・受容」の知覚を介して適応感に繋が

る構造が示された。また,LINE相談特有の経路として「解決への示唆」が「成長感」を促進する

構造が見出された。以上の結果から,大学生の援助要請では対面相談を行うことが多く,非言語情

報の多さが受容感の醸成に寄与していることが示唆された。一方で LINE相談は,文字による可

視化や熟考して送信できる点の影響が示唆され,客観的な助言や自己成長を促す媒体として有効

な可能性があると考えられた。これらの知見はカウンセリング場面にも共通する点であり,今後

は情緒的整理には対面,具体的解決には LINEと対面の両方といった,媒体特性に応じた使い分け

や,SNS相談においては導入初期の期待の把握や非言語情報の補完が重要であると考えられた。

ただし,本研究は相談内容や相談相手の属性,匿名性の影響について十分に検討できていないため,

今後はこれらの要因を明確化した調査が求められる。
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